
　

現
代
的
な
旋
律
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。
練
習
用
の
三
味

線
を
ご
用
意
し
ま
す
。

◇
日
程　

九
月
か
ら
八
回
（
土
曜

　

夜
）

◇
費
用　

糸
代
程
度
（
数
百
円
）

◇
講
師　

徳
山
藤
泉
（
藤
泉
会 

　

会
主
）

◇
締
切　

八
月
二
十
日
（
月
）

　

当
協
会
で
は
、
市
教
育
委
員
会

の
就
学
奨
励
を
受
け
て
い
る
ご
家

族
が
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業
を
無
料

「
岡
目
一
目
」

　

鞄
や
袋
を
持
て
ば
手
が
ふ
さ

が
る
が
、
リ
ュ
ッ
ク
で
背
負
え

ば
両
手
が
自
由
に
使
え
る
。
歩

き
乍
ら
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
い

る
人
に
は
便
利
で
あ
る
。
町
の

中
で
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
人

の
姿
が
目
立
つ
。

　

し
か
し
そ
の
リ
ュ
ッ
ク
の
位

置
が
ど
う
に
も
気
に
か
か
る
。

通
学
の
中
学
生
や
修
学
旅
行
の

生
徒
ら
の
リ
ュ
ッ
ク
は
、
背
負

う
と
い
う
よ
り
腰
に
乗
せ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
多

い
。
歩
く
姿
全
体
が
間
の
び
し

て
、
私
に
は
少
し
だ
ら
し
な
く

見
え
る
が
、
こ
れ
は
ま
あ
一
種

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
オ
シ
ャ

レ
な
の
だ
と
言
う
。

　

辞
書
の
リ
ュ
ッ
ク
の
日
本
語

訳
は
「
背
負
袋
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
は
「
腰
上
袋
」
と
で

も
し
た
ら
ど
う
か
と
言
い
た
く

な
る
。
リ
ュ
ッ
ク
の
親
類
が
ラ

ン
ド
セ
ル
で
、
こ
ち
ら
は
元
々

「
背は

い
の
う嚢
」
と
呼
ば
れ
、
軍
人
が

ピ
シ
ッ
と
背
中
に
付
け
た
も
の

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

す
る
と
、
今
の
若
者
の
た
る

ん
だ
リ
ュ
ッ
ク
姿
は
、
自
由
で

平
和
な
時
代
の
好
ま
し
い
姿
と

見
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？

　

そ
れ
に
し
て
も
ど
う
も
…

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

初
心
者
講
座
を
開
講

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
気
軽

に
文
化
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
市
民
を
対
象
と
し
た

初
心
者
講
座
を
毎
年
開
講
し
て
い

ま
す
。

　

い
ず
れ
の
講
座
も
文
化
会
館
で

開
催
し
、
受
講
料
は
材
料
費
な
ど

の
実
費
以
外
無
料
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

文
化
会
館
窓
口
及
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま

す
。

［
や
さ
し
い
詩
吟
講
座
］

　

漢
詩
・
和
歌
・
俳
句
等
を
声
に

出
し
て
吟
じ
る
、
わ
か
り
や
す
く

や
さ
し
い
講
座
で
す
。
腹
か
ら
声

を
出
す
詩
吟
は
、
腹
式
呼
吸
の
活

用
に
よ
り
、
健
康
に
良
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

◇
日
程　

七
月
～
八
月
五
回
（
金

　

曜
日
夜
）

◇
費
用　

無
料

◇
講
師　

北
野
興
策
他（
暁
友
会
）

◇
締
切　

六
月
二
十
日
（
水
）

［
版
画
講
座
（
木
版
塾
二
期
生
）］

　

初
め
て
の
方
、
以
前
に
講
座
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
、
本
格
的

な
版
画
を
学
び
た
い
方
（
市
展
・

公
募
展
を
目
指
す
方
）、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
程　

六
月
～
七
月
五
回（
火
・

　

木
曜
日
夜
）

◇
費
用　

二
千
円
程
度

◇
講
師　

大
門
孝
藏

◇
締
切　

六
月
二
十
日
（
水
）

［
高
山
の
祝
い
唄
　
め
で
た
］

　

前
唄
、
本
唄
、
返
し
、
納
め
、

大
津
絵
、
ひ
だ
ぶ
し
東
海
道
、
高

山
の
橋
づ
く
し
な
ど
、
初
心
者
向

け
に
ゆ
っ
く
り
わ
か
り
や
す
く
指

導
し
ま
す
。

◇
日
程　

九
月
～
十
月
四
回（
火
・

　

金
曜
日
夜
）

◇
費
用　

無
料

◇
講
師　

中
村
重
信

◇
締
切　

八
月
二
十
日
（
月
）

「
フ
ル
ー
ト
を
始
め
る
前
の
横
笛

講
座
」

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
横
笛
を
使

い
、
音
の
出
し
方
、
楽
譜
の
読
み

方
、
運
指
、
簡
単
な
曲
の
演
奏
を

経
て
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
め

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

◇
日
程　

九
月
か
ら
十
回
程
度　

　

時
間
は
各
自
の
希
望
に
合
わ
せ

　

ま
す

◇
費
用　

楽
器
代
二
千
円
程
度

◇
講
師　

平
川
恭
子
（M

usic 　

　

Book

）

◇
締
切　

八
月
二
十
日
（
月
）

「
現
代
三
味
線
初
心
者
講
座
」

で
鑑
賞
で
き
る
新
事
業
「
私
の
あ

し
な
が
お
じ
さ
ん
」
を
、
企
業
等

か
ら
の
支
援
を
受
け
本
年
度
か
ら

行
い
ま
す
。

　

こ
の
新
事
業
に
は
、
五
月
現
在

で
次
の
十
三
の
企
業
等
か
ら
支
援

を
い
た
だ
き
、
既
に
十
三
組
の
ご

家
族
か
ら
申
し
込
み
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
支
援
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

・
㈱
高
山
市
民
時
報
社
・
打
保
法

律
事
務
所
・
飛
騨
会
計
事
務
所
・

市
民
時
報
旅
行
㈱
・
㈱
挾
土
組
・

飛
騨
産
業
㈱
・
蜻
蛉
舎
・
高
山
信

用
金
庫
・
㈱
十
六
銀
行
高
山
支
店
・

㈲
フ
ジ
企
画
広
告
事
務
所
・
㈱
二

反
田
工
務
店
・
飛
騨
印
刷
㈱
・
高

山
金
融
協
会
（
順
不
同
）



（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

［
市
展
運
営
委
員
会
「
第
十
四
回

委
員
展
」］

◇
日
時
　
六
月
九
日
（
土
）・
十

　
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
後
五

　
時（
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
・
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

［
第
四
十
一
回 

飛
騨
吟
剣
詩
舞
連

合
会
発
表
会
］

◇
日
時
　
六
月
十
六
日
（
土
）　

　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

◇
会
場
　
文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

［
華
道
家
元
池
坊
斐
太
支
部 

花
展
］

◇
日
時
　
六
月
二
十
三
日
（
土
）

　
・
二
十
四
日
（
日
）
午
前
十
時

　
～
午
後
五
時
（
最
終
日
は
午
後

　
四
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
・
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

◇
呈
茶
席
　
三
百
円

［
飛
騨
高
山
日
本
の
太
鼓
頂
上
響
演
］

◇
日
時
　
七
月
十
五
日
（
日
）
午

　
後
一
時
開
演

◇
会
場
　
飛
騨
セ
ン
タ
ー
・
飛
騨

　
芸
術
堂

◇
料
金
　
一
般
二
千
円
／
高
校
生

　
以
下
無
料

◇
チ
ケ
ッ
ト
発
売
　
六
月
一
日（
金
）か
ら


